
 

 通学服また学校生活に必要な服装は、保護者と学校で組織 

される「服装協議会」の話し合いの場において検討されます。 

 下の表に現行の標準服について詳しく説明されておりますので 

必ず御一読くださいますようお願いいたします。 

 

 

標 準 服 

上 衣 

・紺のスクール上着 

・白のブラウス・カッターシャツ・ポロシャツ 等 

・ベスト・セーター・トレーナー 

 色は紺・黒・灰・白・ベージュ   上着の裾から出ないもの 

下 衣 

・紺の半ズボン（丈は少し長めでもよい） 

・紺のひだスカート（ひだの本数は特に規定なし） 

・気候や体調に応じて、冬の体操服の長ズボン、または長ズボンを 

着用してもよい。 

色は、紺か黒の無地のもの 

靴 下 

・運動に適したもの 

儀式のときの色は白・紺・黒・灰を基調としたもの 

・タイツは気候や体調に応じて、着用してよい。 

 色は靴下に準ずるが無地であるもの 

・スパッツはスカート丈より短いもの、もしくはスパッツの裾が靴下

によって隠せるもの 

靴 ・運動しやすいもの ・靴箱に収まるもの 

その他 

・名札をつける。 

・ランドセルやカバンについては、特に規定はない。 

・黄色い帽子は校章をつけて着用する。 

・ジャンパー等を登下校時のみ防寒着として着用してよい。 

 ランドセルやロッカーに収まるもの 

フード付きは安全面から避ける。 

・手袋は、指の動きやすい５本指のものがよい。 

・ネックウォーマーは着用してよい。 

・マフラーや耳あてはしない。 

 


